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加した（A：7.2±1.4mm2，B：8.9±l.5mm2 and C：12.1±2.Omm2，respectively p＜0.001）。6ヶ月後にても血
管内腔面積はballoonサイズ毎に大きく（A:4.1±1.7mm2，B：5.7±1.2mm2 and C：8.1±2.Omm2，respectively p
＜0.001）、その結果グループBとCはAと比べ低い再狭窄率を示した（A：46.7％，B：10.9％，C：8.3％，A vs 
B:p=0.001；C vs A：p=0.015）。更に再血行再建率もグループBとCはAと比べ低かった（A26.6％，B3.1％，C 0％，














±1.2mm2 and C:8.1±2.0mm2，respectively p＜0.001）、その結果グループBとCはAと比べ低い再狭窄率を示
した（A:46.7％，B:10.9％，C:8.3％，A vs B:p＝0.001；C vs A:p＝0.O15）。更に再血行再建率もグループB
とCはAと比べ低かった（A 26.6％，B 3.1％，C 0％，A vs B: p＝0.011；C vs A：p=0.017）。 
【結論】比較的大きな血管病変に対するIVUSガイド下のbare metal stentによる治療は小血管病変と比し再
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狭窄率と再血行再建率を下げた。IVUSガイド下の至適なbare metal stent留置は良好な慢性期結果をもたら
す可能性を示したものであり、本研究者は、博士（医学）の学位を授与されるに値するものと認められた。 
